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本日の内容 

 東日本大震災で浮き彫りとなった情報通信ネットワーク
の脆弱さ 

 

 電気通信研究機構の創設 

 

 電気通信研究機構が推進する研究プロジェクト 

 

 独立行政法人情報通信研究機構（NICT）との包括協定 
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東日本大震災における通信設備の被害 

NTT東日本「東日本大震災における 復旧活動の軌跡」http://www.ntt-east.co.jp/info/detail/111128_01.html 

東松島市 陸前高田市 南三陸町 



東日本大震災における通信の被災と混雑状況 

- 4 - 総務省資料 http://www.soumu.go.jp/main_content/000141086.pdf 

固定回線 携帯電話基地局 

固定電話 携帯電話 
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東日本大震災における情報通信の課題 

東北大への期待（仙台市震災復興ビジョン） 
– 安全・安心な情報通信技術の構築 

– 情報通信分野をはじめとする都市防災力を高める研究機関と
関連産業の集積 

通信回線の途絶 情報収集不能 発信情報の不足 

基幹ネットワークの断絶や
混雑 

携帯端末回線の途絶や 
混雑 

インターネット接続の途絶 

長期停電と電池短寿命に
よる機器の機能喪失 

地震と津波の正確な情報
が届けられなかった 

安否消息や被災地情報を
的確に伝えられなかった 

機器の水没、損壊による 
情報喪失 

防災無線による情報が 
聞き取れなかった 

避難中の人々への情報 
提示が不足 

支援物資の需要情報 
の不足 
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情報通信再構築プロジェクト 

トラフィックの急増に 

耐える通信容量の確保 

災害からのデータ保護 

広域分散ｸﾗｳﾄﾞｽﾄﾚｰｼ  ゙ ICT医療支援技術・ 
エージェントシステム 

災害時にも確実に 

つながる適応型・ 
高信頼通信回線 

輻輳回避制御・管理 

ﾈﾊﾞｰﾀﾞｲﾈｯﾄﾜｰｸ 

超低消費電力 

デバイス 

通信路・ハード
ウェア技術 

サービス・ソフトウェア技術 材料・デバイス技術 

ネットワーク
レイヤ技術 

・ICTを利用した災害に強い安全安心な未来型
都市の構築 

・ICT技術の研究開発を通じた地域産業の振興 

ICTによる被災地の創造的復興 

・情報通信・エレクトロニクス分野における新産業
創出・興隆 

・世界をリードする革新的ICT技術の研究開発 

ICT分野の産学連携拠点・世界的拠点 

東北地域の自治体および大学連携 
All Japan体制 

産学官連携 
Globalな 
協力体制 
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電気通信研究機構 

東北大学 
電気通信研究機構 

医
工
学
研
究
科 

電
気
情
報
系 

電気通信研究所 

約50人名の教授・准教授
等で構成されている組織 
平成23年10月1日発足 

サイバー 
サイエンス 
センター 



時間 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能

 

ネットワークの早期復旧 

堅牢なネットワーク 

災害 
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災害に強い情報通信ネットワーク 

効率的な 
情報収集・伝達 
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研究プロジェクト（H24年度総務省委託研究） 

研究開発課題 
研究機関 

（下線は代表研究機関） 

1 
大規模災害時における移動通信ネットワーク動的制御
技術の研究開発 

ＮＴＴドコモ、東北大学、ＮＥＣ、富士通、 
日立東日本ソリューションズ 

補正 

2 
大規模通信混雑時における通信処理機能の 
ネットワーク化に関する 研究開発 

ＮＴＴドコモ、東北大学、ＮＥＣ、富士通、
NECソフトウェア東北、東京大学 

本 
予算 

3 
大規模災害においても通信を確保する耐災害 
ネットワーク管理制御技術の研究開発 

KDDI研究所、東北大学、KDDI、NEC、
NTT 

補正 

4 
災害に強いネットワークを実現するための技術の研究
開発 

東北大学、KDDI研究所、KDDI、 
沖電気工業  

補正 

5 災害時に有効な衛星通信ネットワークの研究開発 
東北大学、スカパーJSAT、サイバー創研、
アイ・エス・ビー、富山高等専門学校 

本 
予算 

6 
大規模災害時における通信ネットワークに適用可能な 
リソースユニット構築・再構成技術の研究開発 

ＮＴＴ、東北大学、ＮＴＴコミュニケーション
ズ、富士通 

補正 

7 
被災地への緊急運搬及び複数接続運用が可能な移動
式 ICT ユニットに 関する研究開発 

NTT、東北大学、NTTコミュニケーションズ、
富士通 

本 
予算 

8 
災害情報を迅速に伝達するための放送・通信連携基盤
技術の研究開発 

ＮＨＫ、東北大学、ＮＴＴ-IT、 
ＮＨＫエンジニアリングサービス 

補正 

9 
多様な通信・放送手段を連携させた多層的な災害情報
伝達システムの研究開発 

ＮＴＴデータ、東北大学、日東紡音響エン
ジニアリング､マスプロ電工、ＮＴＴドコモ 

補正 

10 
災害時避難所等における局所的同報配信技術の研究
開発 

NEC、東北大学 
本 
予算 

堅牢なネットワーク ネットワークの早期復旧 効率的な情報収集・伝達 
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**EPC: Evolved Packet Core*IMS: IP Multimedia Subsystem 2

3

3

大規模災害時における移動通信ネットワーク動的制御技術  
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災害に強いネットワークを実現するための技術 
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災害時に有効な衛星通信ネットワーク 
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大規模災害時における通信ネットワークに 
適用可能なリソースユニット構築・再構成技術 

リソースユニット構築・機能再構成技術／ICTユ
ニットネットワーク技術の確立 

リソースユニット/ICTユニッ
ト 
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災害情報を迅速に伝達するための放送・通信連携基盤技術 

放送プラットフォーム 
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多様な通信・放送手段を連携させた 
多層的な災害情報伝達システム 

自治体 
住民への伝達 
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災害対応支援を目的とした防災情報 

のデータベース化 

      部局Ａ 

部局Ｂ 

国 

NPO 

被災者 

次の災害へ 

自治体 

自治体 
警察・消防 

医療機関 

企業 

音声・画像 
認識 

自然言語 
処理 

ユーザ 
インタ 
フェー
ス Various kinds of  

disaster information 

災害対応 
情報システム 

防災情報 
DB化システム  

防災情報 
データベース 

情報の共有で防災関係者コミュニティをつなぐ 

JST RISTEX 
受託研究 
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東北大学と独立行政法人情報通信研究機構 
との包括連携協定 

概要 
情報通信研究機構（NICT）と東北大学は、東北大学の学内に

研究拠点を整備することで、産学官の共同研究を推進し、災害

に強い情報通信の実現と被災地の経済活動の再生を目指すた

め、平成24年1月19日に包括連携協定を締結。 

 

研究内容 
災害が発生しても“壊れないネットワーク”、“つながるネットワー

ク”を目指して、災害に強い情報通信技術の研究を推進。 
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NICT耐災害ICT研究センター  

東北大学 

電気通信研究機構 

ﾜｲﾔﾚｽﾒｯｼｭﾈｯﾄﾜｰｸ研究室 

ﾃﾞｨﾍﾟﾝﾀﾞﾌﾞﾙﾜｲﾔﾚｽ研究室 

情報分析研究室 

宇宙通信システム研究室 

工学研究科 

情報科学研究科 

連携 

ﾛﾊﾞｽﾄﾈｯﾄﾜｰｸ基盤研究室  

情報配信基盤研究室   

課題A 

課題B 

課題C 

課題D 

課題E 

その他の 
課題 

総務省直轄委託研究受託会社・大学 

連携 

ﾌｫﾄﾆｯｸﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ研究室 

ﾈｯﾄﾜｰｸｱｰｷﾃｸﾁｬー研究室 

情報利活用基盤技術研究室 

電気通信研究所 

東大、京大、奈良先端大等 

光ネットワーク 

研究所 

ワイヤレス 
ネットワーク 
研究所 

ユニバーサル 
コミュニケーション 

研究所 

連携 

企画室 

耐災害ICT研究センター  

NICT 

医工学研究科 

サイバーサイエンス
センタ 

耐災害ICT研究センター  
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世界初の耐災害ICTテストベッド  

東北大学片平キャンパス 

東北大学青葉山キャンパス 

JGN-Xノード 

データ 
蓄積装置 

JGN-Xノード 

仮想化ノード用 

AGW 

JGN-Xﾈｯﾄﾜｰｸ 

光統合
ノード 

テストベッド共同利用施設 
共同利用施設である建屋を整備 

②ワイヤレスメッシュ網テストベッド
ワイヤレスネットワークシミュレータと
屋外のワイヤレス可搬型アクセスポ
イントで構成 

②衛星通信地球局 

可搬型フルオート地球局を整備 

ワイヤレス 
テストベッド 

ワイヤレス 
テストベッド 

（既設） 
（既設） 

光統合
ノード 

ROADM 

①ロバスト光統合ネットワーク実証テストベッド（光統
合ノードを用いた光テストベッド） 

ROADMを介してJGN-Xに接続。光統合ノード、 
ROADM 、測定評価機材を光テストベッドとして整備 

③データ蓄積装置 

インターネットを用いた情報配信基
盤の開発の共同研究に活用 

通信会社局舎 
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耐災害ICT研究シンポジウム 

http://www.nict.go.jp/info/event/2013/03/symposium.pdf 
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今後の展望 

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

検討テーマ 

産学官の 
研究開発 

補正予算による 
直轄委託と施設整備  

協議会を中心に、首都
直下型や南海トラフ等へ
の対応検討 
企業ニーズのくみ上げも   耐災害をベースにした 

安心安全ICT社会基盤の検討 

ドコモ他：混雑対策/通信処理機能NW化 

NTT他：移動式ICTユニット 

NEC他：局所的同報配信 

東北大他：衛星通信NW 

NICT施設整備：各研究施設
の開発整備、テストベット構築 

実用化 
社会実装 

共同的な研究開発 
課題の組み合わせ
による総合的な 
実証実験 
社会実装 

フォローアップ 


